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■平成 30年度 新治里山公園 事業報告書                    指定管理者：NPO法人新治里山「わ」を広げる会 

 

平成 30年度の年度協定書、公園管理業務共通仕様書に基づき、当会では右記の項目で 

報告書を作成してきました。 平成 30年 10月 1日に新様式への変更の通知をいただきましたが、 

旧様式での報告も認められたため、当会では一部を新様式にして報告します。 

新様式に対応する部分は各項目に赤字で示していますのでご参照ください。 

 

 

１．平成 30年度事業計画に基づく実施報告 （新様式8・10に相当） 

＜自己評価について＞   良好：Ａ     ふつう（可）：Ｂ      課題あり：Ｃ      していない：Ｄ 

（１）基本項目／公園の役割・特徴を踏まえた管理方針 自己評価 

管理方針 ■管理方針6項目の周知と推進 

昨年度同様、それぞれの管理方針を踏まえた「スタッフ行動指針」に基いて業務に携わった。年度末には自己評価を行い、行動指

針を次年度へ継続することとした。 

Ａ 

横浜市との施策対応 ■施設目的と照らし合わせ、より効果的な事業協力 

環境創造局みどりアップ推進部各課主催の講座や研修、ほか視察等について現場での協力を行った。「里山ガーデン」については

間違って来訪されたり、電話での問い合わせが多く、その都度情報提供を行った。 

Ａ 

（２）管理体制／①適正な現場体制・職員配置 

適切な職員配置 ■地元企業の専門性を活かした外部委託 

特殊樹木・高木管理、高所点検、法定点検等について近隣の業者に依頼して実施。（3.業務の第三者委託実績 新様式4参照） 
Ａ 

■日常管理の4名配置 

問合せや受付等のほとんどを管理事務所で行い、旧奥津邸主屋では、2名が管理作業を行いながら来訪者対応を行った。園地管

理については週2日、2～3名で対応。大きなイベント時などにはスタッフ動員とともに、当会プロジェクトのボランティア会員の協力も得

て臨時の体制を組んだ。  

Ａ 

②職員の指導育成・研修体制 

職員研修 ■職員研修の定期的な実施 

人材の育成・管理能力の向上などを目指し、「普通救命救急」「管理ガイドライン」「防災訓練」など各種研修を月1回実施、併せて横

浜市及び外部団体が行う研修の受講も積極的に取り入れた。（9.研修実施報告 新様式13参照） 

Ａ 

個人情報保護 ■個人情報保護の徹底 

名簿等の管理について情報の漏えいがないようにつとめた。 
Ａ 

・事業報告総括 

・施設利用実績、 自主事業実績 

・苦情要望一覧、 事故一覧 

・園内作業実施状況一覧 

・修繕･点検状況実施一覧 

・収支報告書、  備品管理状況 
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③緊急時の対応及び緊急時に備えた予防的対策 

園地の安全管理・事

故防止対策 

■定期点検の視点を取り入れ、日常巡視による危険箇所の把握と定期的チェックを行った。 Ａ 

■緊急時対応マニュアルの確認と更新を行った。幸い今期は大きな災害はなかった。今後更に地域との連携に努める。 Ａ 

■地域連携による安全確保・防犯体制の向上 

管理事務所外に2か所、防犯カメラを設置したこともあり、ゴミの散乱が大幅に減少。 防犯体制の向上につとめている。 
Ａ 

事故発生時対応 平成31年2月10日、管理事務所バックヤードで小火発生。早期発見と消火器使用、来訪者の避難誘導等、訓練の成果はあったが、

灰の始末について危機管理上の問題があり、検証して再発防止策を周知徹底した。 

Ａ 

災害時対応 ■自然災害の情報収集と周知について、各気象警報、雷注意報が発令されたときに入口で掲示を行った。 

■幸い、大きな地震や降雪はなかった。台風接近時には側溝の確認、屋外に出しているものを屋内に入れるなどして備え、通過後 

すぐに巡回を行った。 長屋門のしっくい壁が一部破損、報告した。 

Ａ 

（３）公園運営／①利用サービスの向上を図る具体的な取り組み 

公園利用者のニーズ

把握 

■公園運営評議会の設置と運営 

7月3日、年に一度の外部評価のための評議会を開催。施設の維持管理、近隣学校との連携についてよい評価をいただいた。 
Ａ 

■アンケート実施、ご意見箱の設置と対応 

イベント時に参加者アンケートを実施。 ご意見箱には来訪者がいつでも投函できる。得られた意見、要望は「来訪者の声」として対

処方法とともに掲示した。 全体で400通、うちイベント時300通、一般来訪者100通。（8.アンケート結果 新様式12参照） 

Ａ 

利用調整 

 

■施設利用申請書により、利用する20人以上の団体を事前に把握し、施設の使い分けの調整を図り、市民の森の利用ルールについ

ても案内した。 
Ａ 

利用者サービス向上

の具体的な事業 

■インフォメーション 

・新治里山ごよみの発行： 7,500部を年6回発行。隣接地域の小中学校、区内地区センターへ配布し、近隣自治会には回覧。 

・ＨＰ、facebookの更新： イベント情報の更新、つれづれ日誌にはイベントの開催状況や、季節折々に気づいたものなどを掲載。 

・イベントチラシ： 個別のチラシを作成して、主屋と管理事務所にて配布、また掲示板にてＰＲ。 

・各種地域情報の配布： 管理事務所では「ウェルカムセンター事業」の一環として、全市的な「市民の森等マップ」の配布、近隣の 

森づくり団体情報の提供、連携団体の情報、緑区内の広報等発行物を配架。 

・ボランティアコンシェルジュの設置： 繁忙期（主に土日休日、水曜日）に、管理事務所エントランスでコンシェルジュが対応。 

 

 ■ホスピタリティ 

旧奥津邸エリアでは、とくに「日本家屋のたたずまい」を活かした季節の演出、静けさなどに注力した。園地管理作業では、来訪者の

多い土休日に動力機材を使用しなかった。また、小さな怪我などにはすぐ対応できるように、主屋の土間、管理事務所の2か所に救急

箱を用意。飲料自販機も設置し、高齢者や家族連れが多いことから、麦茶・はまっこどうしなどを入れてもらっている。 

 

Ａ 

Ｃ 

 

Ａ 
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 ■インタープリテーション～里山関連プログラムの企画及び実施  

新治里山公園運営プロジェクトの自主事業基本方針＜３つの「わ」（人の和・地域の輪・自然の環）を紡ぎ、未来へ里山をつなぐ＞に

基づき、多くのイベントを実施した。毎月実施したものに「ハーブ塾」「旬の里山探訪」「おはなし会」「お琴の調べ」「竹とんぼ工房」「にい

はる長屋門朝市」（地域交流の一環として連携。新治恵みの里準備会主催）など。「草だんご」「お盆飾り」「正月飾り」などの年中行事を

主としたプログラムを行うことで、自然と人とのつながりを気づいてもらうきっかけとしている。春には恒例となった十日市場中学校吹奏

楽部コンサート、冬にはどんど焼きを行い、地域の方がおおぜい訪れ、たいへん好評だった。11月18日「新治里山秋まつり」には多くの

近隣団体、ボランティアが参画し、900人を超える来訪者となった。（7.自主事業実施報告 様式11参照） 

Ａ 

②市民参加促進・市民協働の取り組み 

市民参加・市民協働 ■新治里山公園運営プロジェクトの推進 

本プロジェクトは、当公園を盛り立てていくボランティア活動で登録会員数は67人。各イベントリーダー、各部会リーダーが集まって、

毎月第1日曜日に「企画会議」を開催し、イベント計画および報告、調整を行った。 

Ａ 

■地域団体との連携 

新治市民の森保全管理計画協議会定例会の事務局を行い、連携団体との各種調整にあたった。そのほか、十日市場中学校の地

域交流事業、梅田川水辺の楽校協議会等に参加している。十日市場ケアプラザとの連携で、地域包括支援の一環として地元の「元気

づくりステーション」活動の場に協力した。 

Ａ 

公園の課題、地域課

題への取組みについ

て 

■新治里山憲章およびフィールドマナーの普及啓発、利用調整 

 散策路からはずれるカメラマン、動植物採集、トレイルランへの注意喚起のため、引き続きイエローカードの配布を実施。団体でのウ

ォーキングイベントについては、下見の際にルートを確認し、市民の森のＣゾーンへの立ち入り制限を案内。当公園の利用については、

施設利用申請書を提出してもらうことで団体が時間的空間的に重ならないようにするなど調整にあたった。 

Ａ 

■駐車場問題への対応 

 臨時駐車場の利用ルールを徹底し、土曜日の午前中を除き常時施錠し、ボランティアメンバーも原則として車での来訪をしていな

い。身体的に不自由な方々等については、事前に連絡を受けて許可証を発行するなどして対応している。 

Ｂ 

③利用者からの問い合わせや不法行為等への対応 

問合わせや要望・苦

情の対応 

■口頭およびアンケート等で得られた意見、要望は「来訪者の声」として対処方法とともに掲示した。 

■隣接住民が道沿いに駐車場を設置したことから公園駐車場と間違えられてしまうことがあったので、公園の駐車場でないことを明記

した看板を作成し掲示した。「駐車場がない」という声は多く寄せられており、市民の森や十日市場方面のパーキングを案内している。 

 

Ａ 

不法行為等予防の

取り組み 

■地域連携団体間で、発生時に連絡を取り合うようにしている。自治会に入った情報も共有につとめている。 

■管理事務所前に防犯カメラを設置し、注意喚起をしている。 

■夜間は火災・防犯対策の重要性から、当施設を熟知している警備会社に委託。 

 

Ａ 



平成 30年度 新治里山公園 事業報告書 

- 4 - 

不法行為・迷惑行為

等への具体的対策 

■近隣のゴミ不法投棄発生時には連携団と情報を共有し、適宜担当部署へ通報した。 

■園内の「栗・柿・筍」等については採取されることはないが、「販売しないのか」という声が寄せられることがある。イベントで使用するこ

とを伝え、理解を促している。 

Ａ 

（４）維持管理／維持管理の基本方針および質の確保 

＜全体＞ ■里山の持つ多様な自然の保全と再生を図り、里山の文化を体験的に学べる場、交流拠点として利用されるよう、“おもてなしの空間

づくり”に努めた。前述の「ホスピタリティ」の項目参照。 
Ａ 

＜基本管理＞ ■各スタッフが管理技術を共有し、管理水準を維持できるようつとめた。「活用から見た管理ガイドライン」の各エリアごとの加筆を研修

として実施。施設点検は年4回のうち１回をスタッフ全員で研修を兼ねて行い、日常管理にも活かした。 
Ａ 

＜植物管理＞ ■隣接地への迷惑にならない配慮、農家の前庭や裏庭としての機能の維持、四季の移ろいの演出、生物多様性の保全に心がけた。 

主要樹木については木の特性や管理方法（剪定時時期など）を記した台帳により、造園業者・スタッフ・ボランティアで行う作業分担

を行って実施した。 

Ａ 

＜施設管理＞ ■安全・安心に利用していただけるように、各施設の特徴と役割に沿った管理（点検、保守、清掃等）を入念に行うようにつとめた。 

（4.修繕実績報告 様式5参照） Ａ 

＜建物管理＞ ■新しい施設と歴史的な施設が混在しているため、安全・快適に利用していただけるように、各施設の特徴と役割に沿った管理（点

検、保守、清掃等）を入念に行うようつとめた。  （4.修繕実績報告 様式5参照） Ａ 

各ゾーン別の維持管

理方針 

■維持管理水準書の「作業回数」をこなすことを目標とするのではなく、施設の特徴を最大限に活かし、安全・安心に利用していただく

ことを目標とする管理ガイドラインと照らし合わせながらすすめた。 
Ａ 

維持管理の計画フロ

ーおよび実績 

■維持管理水準書 → 利活用から見た管理ガイドライン →年間作業計画 → 月間作業計画 → 月ごとのエリア別作業確認表 

 毎月1回、作業計画会議を行い、季節ごとの管理作業と目的を確認した。 
Ａ 

日常管理 ■１日２回の日常巡視は常駐者２名が分担して行い、「作業確認表」でチェック。巡視で発見された不具合には即対応（当日、もしくは

申し送り）した。 

■清掃水準を継続し、来訪者からは数多く「ここはいつもきれい。ほっとする」というお褒めの言葉をいただいている。 

■公園が民家や農地に隣接する部分では越境枝や草の状態に留意。とりわけタケやケヤキは枯葉の飛散が多く、生活道路も隣接し

ていることから、頻繁に清掃を行った。  

Ａ 

施設点検と修繕 ■横浜市公園施設点検マニュアルに基づく定期点検、保守点検については、専門的資格を有するスタッフによる確認、地元の専門業

者による確認を行った。                    
Ａ 

■中長期修繕計画の作成（更新）には至っていない。 

■独自の「作業確認表」に基いた日常管理と定期点検結果を踏まえ、毎月実施している作業計画会議にて不具合箇所の情報共有と

修繕作業日程等を調整し実施した。 （4.修繕実績報告 様式5参照） 

Ｂ 
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（５） 経 費 

事業費創出・経費削

減の取り組み 

■市民の森及び園内の発生材について、看板への活用、薪にして「おき火」利用イベントや、薪ストーブに利用した。 

■消耗品については常に整理整頓を行い、適正数を補充するよう心がけた。備品は点検、メンテナンスを心がけ、管理簿に記載。 

■節電対策により、消灯や家電等の節電につとめた。夏期は窓際によしずを施し、管理事務所では冬季に薪ストーブを活用。 

 しかし、夏季はかなり暑く熱中症対策で冷房をしている時期が長かった。 

■イベント等参加費については適切な受益者負担額を設定しているため参加者には理解いただけている。 

■ボランティア活動のための経費は、イベント参加費だけではなく、植物管理の際に得られた残渣をクラフト材料として活用し、ポプリ等

を製作して販売することで資金とした。 

■新治市民の森愛護会のクラフトや、新治産小麦粉を使ったクッキーをつくる社会福祉法人アスタ荏田の製品の販売に協力。 

Ａ 

 

 

２．公園の利用者数 （新様式3に相当） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年合計

旭谷戸広場総数 3,917 4,337 2,731 2,182 1,235 2,125 4,892 3,535 1,947 2,586 2,293 2,625 34,405

旧奥津邸総数 1,066 1,059 781 580 354 650 849 1,052 552 1,243 1,733 1,214 11,133

新治里山公園総数 4,983 5,396 3,512 2,762 1,589 2,775 5,741 4,587 2,499 3,829 4,026 3,839 45,538

【内　訳】

　大人（団体含む） 2,877 2,693 1,665 1,263 826 1,654 2,445 2,671 1,221 2,040 2,202 2,211 23,768

　中学生以下（団体含む） 945 1,714 658 583 313 443 2,258 940 514 596 809 896 10,669

「わ」の会イベント・部会・会議 611 412 488 354 218 333 300 300 264 816 645 413 5,154

地域関連団体活動 399 425 512 368 115 218 531 343 319 165 213 164 3,772

園内ボランティア活動 55 61 91 130 47 52 85 226 111 87 67 70 1,082

その他（来客等） 96 91 98 64 70 75 122 107 70 125 90 85 1,093

合　計：（人） 4,983 5,396 3,512 2,762 1,589 2,775 5,741 4,587 2,499 3,829 4,026 3,839 45,538

他団体利用（件数） 11 17 10 6 3 8 14 11 6 7 10 5 108

　　　　　　　 （人数） 316 1,417 295 305 79 415 1,933 538 403 157 369 288 6,515  
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３．業務の第三者委託実績 （新様式4） 

業務 内容 委託会社 年回数 実施月日 対応状況 支払金額 

夜間及び 

火災警備 

建物警備（AED含） セコム(株) 都筑支社 通年 毎日 小動物による夜間作動対応、小

火時の対応（煙探知）等 ¥1,048,968 

植物管理 

 

庭木の管理指導及び 

特殊樹木・高木剪定 

山十四造園 ＜緑区内＞ 

 

４回 

 

4/21～4/24 

8/16～8/18 

12/3~12/7 

2/20~2/22 

マツ、キャラ、モチ、イヌマキ、

北山杉などの特殊樹木、ケヤキ

等の高木剪定について対応。 

 

¥491,184 

設備点検 消防設備の法令点検 中山防災設備(株)  ＜緑区内＞ ２回 9/3、 2/13 点検のほか消火器補充対応 ¥153,144 

施設管理 屋根等高所点検 関佳工務店 ＜緑区内＞ ２回 9/19、3/14 屋根、雨どい等を点検 ¥54,000 

植物管理 除草・剪定等 山惣 ＜南区＞ 通年 月7～8回 毎月、作業計画会議にも参画し

対応。 
¥1,800,000 

保守点検 空調保守点検 三菱電機ビルテクノサービス(株) １回 10/28 29年度より実施 ¥159,840 

 

 

４．修繕実績 （新様式5に相当） 

NO.／年月日 
点検の種別 

点検の対象 
点検後の処理 

処理結果 
報告状況 

ほか 

 

法定 定期 随時 交換等 業者依頼 

1 30.4.24     ○ 工作物   専門業者 松、ドウダンツツジ、北山杉、モチの木

剪定 

4月度月報 

2 30.5.11     ○ 工作物  ランプ   長屋門２Ｆ蛍光灯交換と清掃 5月度月報 

3 30.6.15     ○ 工作物     主屋縁側雨戸レール補修 6月度月報 

4 30.6.16   ○   電気 

工作物  

 専門業者 街路灯、庭灯の定期点検 6月度月報 

5 30.6.26     ○ 工作物     主屋多目的トイレドアの脱輪補修 6月度月報 
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6 30.7.13     ○ 工作物     主屋北斜面最上部のフェンス補修 7月度月報 

7  30.7.19    ○ 機械    台所、板の間エアコンフィルター清掃 7月度月報 

8 30.7.28    ○ 工作物     主屋和室障子張替え 7月度月報 

9 30.7.28    ○ 工作物     主屋蛍光管交換 7月度月報 

10 30.8.19    ○ 工作物   業者委託 ツバキ、イヌマキ、モミジ剪定 8月度月報 

11 30.8.24 

 

  ○ 電気 部品  東京電力 スマート電力計に交換 8月度月報 

12 30.9.3 ○    消防    業者委託 第 1回消防設備点検 点検結果表 

13 30.9.7     ○ 工作物      長屋門雨どい補修 9月度月報 

14 30.9.19   ○  工作物    業者委託 第 1回建物高所点検 点検結果表 

15 30.9.19   ○  工作物    第 2回施設定期点検 点検結果表 

16 30.9.29     ○ 工作物       主屋多目的トイレドアの脱輪補修 9月度月報 

17 30.10.10   ○  工作物   業者委託 空調設備定期点検 10月度月報 

18 30.10.23   ○  防犯  部品  業者委託 セコム バッテリー交換 10月度月報 

19 

  

30.10.17 

 

   ○ 機械     工房エアコンフィルター清掃 10月度月報 

20 30.11.9     ○ 工作物  ランプ     蛍光灯、トイレ前外灯ランプの交換 11月度月報 

21 30.11.14     ○ 工作物    長屋門障子張替え 11月度月報 

22 30.11.16     ○ 工作物    トイレ表示板交換 11月度月報 

23 

 

30.11.20     ○  部品 業者委託 セコム バッテリー交換 11月度月報 
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24 30.12.2   ○   工作物    第 3回施設定期点検 点検結果表 

25 30.12.5   ○ ○ 工作物   業者委託 松、カシ剪定。雪吊施工 12月度月報 

26 31.1.21～     ○ 工作物   業者委託 管理棟木部塗装（横浜市扱い） 1月度月報 

27 31.2.19     ○ 消防 消火器 業者委託 管理棟、納屋各 1本交換 2月度月報 

28 31.2.20～     ○ 工作物    業者委託 特殊樹木剪定 2月度月報 

29 31.2.18     ○ 工作物     木製丸椅子の補強施工 施工報告書 

30 31.3.14   ○   工作物    業者委託 第 2回建物高所点検 点検結果表 

31 31.3.15 ○     消防  専門業者 消防設備総合点検 消防設備点検結果表 

32 31.3.17   ○   工作物 

給排水 

 業者委託 第 4回施設定期点検 施設点検表 

33 31.3.17     ○ 機械    エアコンフィルター清掃 3月度月報 

34 31.3.19     ○ 工作物    業者委託 雪吊撤去 3月度月報 

35 31.3.20     ○ 工作物      広場テーブル・ベンチ塗装 3月度月報 

 

５．増減備品一覧 （新様式6） 

品 名 形状・その他 単価（円） 
購 入 廃 棄 

増減数 増減理由 
数量 年月日 数量 年月日 

木製丸イス 積み重ね可  40 H24．3．20 2 H31．2．2 －2 破損につき廃棄。補充せず。 
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６．苦情対応・事故対応報告 （新様式7） 

＜苦情対応報告＞ 

NO. 年月日 要望苦情等の内容 提出された形式 処理・回答内容 

1 30．5．30 子供に対する「注意のしかた」が悪いとの投書（アンケート） ご意見箱 
来訪者の意見を真摯に受け止め、注意のしか

たをスタッフ会議にて共有する 

2 30．8．13 駐車場が無いことに憤慨 口頭 北部公園緑地事務所に本件の詳細を報告 

 

 

 ＜事故・物損対応報告＞ 

NO. 年月日 事故等の内容 処理の方法 市への報告の有無 

1 30．5．14 柵を乗り越え栗林に侵入、飲酒する人を発見 職員が現場に急行、勝手に入らないよう厳重に注意した。 ５月度月報にて報告 

2 30．6．26 
主屋多目的トイレ入り口ドアの滑車脱輪、開

閉不可 

職員による不具合箇所の応急処置、開閉可能になるも経過観察。

工務店による恒久対策の実施 
事故・物損対応報告書 

3 30．7．22 スズメバチによる被害発生 

7月21日 1名、22日 1名が谷戸田付近にてスズメバチに刺され

る事故が発生、応急処置を施した上で北部公園緑地事務所に連

絡、駆除の要請をした。23日、業者による駆除が完了。 

7月度月報にて報告 

4 30．10．1 長屋門の正面漆喰の剥がれ 

台風２４号の影響により剥離した部分を現認、更に剥離が進行する

かどうか判断不可、経過観察とする。事象については事故物損対

応報告書似て北部公園緑地事務所に報告する。 

事故・物損対応報告書 

5 31．1．21 主屋格天井板の割れ 
日常点検にて現認、長く続いた乾燥状態によるものと思われるが、

すぐに落下する状況ではない。 
事故・物損対応報告書 

6 31．2．11 管理棟バックヤードで火災 
職員が消火器にて初期消火作業にあたり鎮火、その後消防署が検

証。当公園の緊急連絡体制に則り事故の連絡をする。 
事故・物損対応報告書 
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７．自主事業実施報告 （新様式11に相当） 

月 イベント名 実  施  内  容 有料 実 績 

4 
スプリングコンサート 旭谷戸広場で十日市場中学校吹奏楽部の演奏会。福祉施設によるスィーツ販売も好評。  288名 

ハーブのコケ玉作り 香りの良いアロマティカスを使い、コケ玉作りを実施。（10月も実施） 〇 延べ 20名 

5 

カモミール染め・ティー ハーブ畑に咲くカモミールを摘み、カモミール茶の試飲及びカモミール染めをおこなった。 〇 延べ 22名 

かしわ餅づくり 交流センター内の柏の葉を活用した伝統食の作り方を楽しんでもらった。 〇 9名 

【展示】五月飾り 4/12～5/15の期間に、鯉のぼり・つるし飾りなどの五月飾りを展示し季節を感じてもらう。  
 

6 ラベンダ-スティック作り エントランスのラベンダーの花穂を使ったスティック作りの講習会（6月20日～7月9日） 〇 延べ 78名 

7 キッチンハーブ ハーブ畑のハーブと地元野菜を使った料理の講習会を実施。 〇 10名 

8 

ハーブキッズ押し花 
十日市場中学校の生徒の夏ボランティア活動を受け入れ、ハーブ畑の整備と、ハーブ等を利用した小

学生の押し花作りを行った。地域交流事業。 
〇 延べ 23名 

藍の生葉染め ハーブ畑の藍の生葉を活用した染めものの講習会をおこなった。 〇 6名 

【展示】盆飾り 新治の身近な素材を活用して伝統的な盆飾りを作った。  
 

9 
栗の渋皮煮 栗林の収穫物を活用した、一日がかりのイベント。 〇 15名 

【展示】十五夜飾り 9/24～9/28だんごを作り旧奥津邸主屋にススキや栗などとともに飾った。  
 

10 トールペイント講座 市民の森愛護会の協力のもと、間伐材を利用しトールペイントを楽しんだ。 〇 10名 

11 

竹かご編み講座 竹ひごで六つ目編みの湯かごをあみあげた。 〇 7名 

干し柿をつくろう 里山の食文化として、手軽にできる伝統的な保存食の干し柿つくりを体験した。 〇 7名 

にいはる里山秋まつり にいはる里山交流センター収穫祭を地域の団体の協力のもと市民をまじえて開催した。 ※ 919名 

葛を使ったリース ハーブ畑のドライフラワーや里山の素材を活用したリース作り。 〇 10名 

12 
正月飾りづくり センターに新治地区の正月飾りをし、地元農家の方に教わりながら輪飾りをつくって持ち帰った。 〇 13名 

すすはらい 年末恒例のすす払いを谷戸田・ボランティアの方々とともにおこなった。  25名 
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1 

どんど焼き 
伝統行事の習わし通りの14日のどんど焼きを、地元の方に火入れをおこなっていただき実施した。十日

市場中学校からボランティアの生徒6名が正月飾りの分別を担当してくれた。 
※ 300名 

【展示】わら細工を通して 

時代を見る 

1/10～3/4の期間に長屋門、釜屋、納屋にさまざまなわら細工を展示。蓑の着用などの体験も 

おこなった。 
  

【展示】正月飾り 12/26～1/8 しめ縄飾り、羽子板、つるし飾りなどで季節感のある休憩施設を提供した。   

2 

香りびなづくり 
例年２月にはつるし雛飾りをおこなっているが、併せてラベンダーの花穂を活用して「香り雛つくり」をおこ

なった。 
〇 6名 

なつかし遊びの日 竹のおもちゃ・竹馬・ベイゴマ・カルタ・百人一首などの昔あそびを世代を越えて楽しみ、伝承していく。  ４７名 

【展示】雛飾り １/17～3/12の期間に長屋門南側に展示。つるし雛も合わせて展示し、多くの見学者があった。  
 

3 
草だんごづくり ハーブ畑、センター周辺のヨモギを摘んで「草団子作り」を体験した。 〇 19名    

【展示】竹部会作品展 3/15～3/27の期間、竹部会員製作の作品を長屋門南側に展示した。  
 

                                              ※印：イベントそのものは無料、各プログラム参加一部有料 

 

■自主事業のプログラムは、３つの方針に基づいて実施 

・３つの「わ」（自然の環・地域の輪・人の和）の醸成に貢献すること。 

・イベントを行うことで、さらに美しく、使いやすくなること。 

・新たな仲間づくりをしよう。 

■新治里山公園運営プロジェクトのメンバーによる企画運営 

・ボランティア活動としてイベントの運営や販売物の製作を行っている。 

・７つの部会がそれぞれのテーマで活動。 

■イベント参加者アンケートより 

アンケートに答えてくれた 300人のうち 99%が楽しかった、とのこと。 

どんなイベントを期待しているか、との問いでは、 

・自然体験と食（伝統食、ハーブ、バーベキュー等）の組み合わせ 

・自然素材のクラフト 

・生きもの観察会 

などのカテゴリーに集約された。 

 

かしわもちづくり 

六つ目編み湯かごづくり 
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８．来訪者アンケート結果 （新様式12に相当） 

■お住まいはどこですか？                          ■横浜市内内訳（緑区外） 

 

■アンケートに答えてくれた年代                       ■今日はどなたといらっしゃいましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新治町 
7% 

三保町 
14% 

十日市場 
14% 

霧が丘 
7% 

緑区内 
18% 

横浜市内 
31% 

川崎市 
2% 

町田市 
2% 

ほか 
5% 

区域名 人数
新治町 29
三保町 58

十日市場 56
霧が丘 30
緑区内 72

横浜市内 123
川崎市 9
町田市 7
ほか 18

402

青葉区 
32% 

旭区 
21% 

都筑区 
10% 

港北区 
13% 

神奈川区 
9% 

鶴見区 
3% 

区名 人数
青葉区 39
旭区 26

都筑区 12
港北区 16

神奈川区 11
鶴見区 4
磯子区 3
港南区 2
瀬谷区 2
西区 2
中区 2
泉区 2

保土ヶ谷区 1
戸塚区 1
南区 0

123

小学生 
13% 中学生 

1% 

２０才代 
2% 

３０才代 
10% 

４０才代 
22% ５０才代 

16% 

６０才代 
18% 

７０才代以上 
18% 

年代 人数
小学生 51
中学生 4
高校生 1
大学生 0
２０才代 6
３０才代 41
４０才代 89
５０才代 64
６０才代 71

７０才代以上 73
400

ひとりで 
34% 

家族と 
30% 

友人と 
25% 

グループと 
10% 

項目 人数
ひとりで 135
家族と 121
友人と 100

グループと 40
ほか 4

400
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たいへんよい 
78% 

よい 
20% 

まあまあ 
2% 

※苦情対応報告に記載 

■どういった目的でいらっしゃいましたか？                  ■どの程度、新治にいらっしゃいますか？ 

 

 

■建物外や外まわりのお手入れ状況についてお聞かせください。         ■スタッフの接し方、受け答え等についてお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散歩・公

園施設 

利用 
25% 

イベント 

75% 

たいへんよい 
77% 

よい 
22% 

まあまあ 
1% 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

はじめて 週２回以上 週１～月３回 月１～２回 年に数回 年１回 

項目 人数

はじめて 89

週２回以上 17

週１～月３回 28

月１～２回 82

年に数回 147

年１回 37

400

ランク 人数
たいへんよい 290

よい 84
まあまあ 5
よくない 0

379

ランク 人数
たいへんよい 289

よい 74
まあまあ 6
よくない 2

371
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９．研修実施報告 （新様式13） 

NO. 実施日 研修名 内 容  NO. 実施日 研修名 内 容 

1 30.4. 1 定例職員研修(４月) 今年度の事業方針と業務運営に

ついて共有 

12 30.9. 2 定例職員研修(9月) NPO 運営とボランティアコーデ

ィネートについて 

2 30.5. 1 個人情報保護研修 【事務担当】個人情報保護に関す

る注意事項を周知、共有 

13 30.10. 7 定例職員研修(10月) 防災訓練。地震・火災等を想定

して実施。 

3 30.5. 6 定例職員研修(5月) 

講師：市民の森愛護会 

新治市民の森の自然や散策路に

ついて知る 

14 30.11. 4 定例職員研修(11月) 地域交流となる秋まつりに向け

て他団体との調整 

4 30.6. 3 定例職員研修(6月) 

講師：地元消防団 

AED の使い方、普通救急救命措

置、消火器訓練 

15 30.11. 6 公園施設点検研修 【担当者のみ】日常管理、定期

点検等に活かす 

5 30.6.10 プログラム運営研修 イベント運営補助に入るボラン

ティア対象の研修 

16 30.12. 2 定例職員研修（12月） 施設点検（定期点検）を全員で

行う 

6 30.7.13 ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰｲﾍﾞﾝﾄ運営研修 ラベンダーイベントのための運

営補助研修（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ対象） 

17 31.1. 6 定例職員研修（1月） 危機管理ﾏﾆｭｱﾙの検証を含め職

員間の連携確認。 

7 30.7. 1 定例職員研修（7月） 利活用から見た管理ガイドライ

ン、旭谷戸エリア 

18 31.1.24 文化財を対象とした

消防訓練（緑消防署） 

歴史的建造物火災想定。緑消防

署･消防団と合同訓練 

8 30.7.18 NPO法人会計研修 

市民活動支援ｾﾝﾀｰの講座 

【担当者のみ】NPO会計について 19 31.1.25 高所作業に関する研

修（講師：樹木医） 

【植物管理担当】剪定作業等の

安全管理の見直しと徹底。 

9 30.7.10 横浜市公共建物マネジ

メントの考え方 

【担当者のみ】公共施設の設備

等点検について 

20 31.2. 3 定例職員研修（2月） 31年度の自主事業計画検討 

10 30.7.23 八王子市長池公園視察 里山型公園、NPO指定管理の現場

を知る。 

21 31.2.15  薪ストーブ取り扱い

に関する研修 

2/10の小火後、薪ｽﾄｰﾌﾞ及び灰の

扱いについて安全管理の徹底。 

11 30.8. 5     定例職員研修（8月） 長池公園視察の振り返りを行っ

た。 

22 31.3. 3 定例職員研修（3月） 31年度の公園管理業務について 
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１０．収支報告書　（様式9）

(円）
当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引 説明

(A) (B) (C=A+B) (D) (C-D)
指定管理料 25,976,520 25,976,520 25,976,520 0 消費税、光熱水費含
利用料金収入 0
自主事業収入 1,000,000 1,000,000 891,880 108,120
雑入
その他雑入

収入合計 26,976,520 0 26,976,520 26,868,400 108,120

当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引 説明
(A) (B) (C=A+B) (D) (C-D)

人件費 18,964,400 18,964,400 18,663,616 300,784

給与・賃金 16,514,400 16,514,400 16,394,215 120,185
常勤1.5人、非常勤3人、パート
8人

社会保険料 1,550,000 1,550,000 1,390,259 159,741 労災・雇用保険含む
通勤手当 850,000 850,000 831,142 18,858 7人分
健康診断費 50,000 50,000 48,000 2,000 3人分
勤労者福祉共済掛金 0 0 0 0
退職給付引当金繰入額 0 0 0 0

事務費 1,822,400 1,822,400 1,765,408 56,992

旅費 15,000 15,000 45,000 ▲ 30,000 出張旅費（視察研修含む）
消耗品費 500,000 500,000 463,964 36,036 コピー紙ほか事務用品
会議賄い費 0 0 0 0
印刷製本費 60,000 60,000 62,500 ▲ 2,500 リソグラフほか
使用料及び賃借料
  （横浜市への支払い分） 86,400 86,400 86,400 0 駐車場2台分
  （その他）
備品購入費 0 0 0 0
図書購入費
施設責任賠償保険 350,000 350,000 360,000 ▲ 10,000 火災保険等
職員等研修費
振込手数料 40,000 40,000 43,564 ▲ 3,564 給与振込、支払手数料
リース料 171,000 171,000 171,000 0 コピー複合機
手数料 600,000 600,000 532,980 67,020 会計事務所
地域協力費

自主事業費 941,500 941,500 891,880 49,620

管理費総合計 7,415,000 7,415,000 7,633,674 ▲ 218,674

・光熱水費合計 1,850,000 1,850,000 1,955,310 ▲ 105,310
光熱水費（電気） 1,515,000 1,515,000 1,593,535 ▲ 78,535
光熱水費（ガス） 50,000 50,000 81,216 ▲ 31,216 自主事業費で負担
光熱水費（水道） 270,000 270,000 260,000 10,000
光熱水費（下水道） 15,000 15,000 20,559 ▲ 5,559

・清掃費
・修繕費 500,000 500,000 475,000 25,000 小破修繕（修繕資材等含む）
・機械警備費 1,050,000 1,050,000 1,048,968 1,032 機械警備委託
・施設保全費 3,013,000 3,013,000 3,059,984 ▲ 46,984

空調衛生設備保守 160,000 160,000 159,840 160 空調設備保守委託
消防設備保守 153,000 153,000 153,144 ▲ 144 消防設備保守委託
電気設備保守 0 0 0 0
害虫駆除清掃保守 0 0 0 0

その他保全費・園地管理費 2,700,000 2,700,000 2,747,000 ▲ 47,000
ﾄﾚﾍﾟ等消耗品、ｺﾞﾐ回収、植物管
理・高所点検外注費等

・共益費（合築等の場合）
・公租公課 772,000 772,000 865,200 ▲ 93,200 他収入と按分

公租公課（事業所税） 0 0 0 0 赤字予算なので０
公租公課（消費税） 750,000 750,000 843,500 ▲ 93,500
公租公課（印紙税） 10,000 10,000 10,000 0
その他公租公課 12,000 12,000 11,700 300

・事務経費 180,000 180,000 171,212 8,788
事務経費（本部分） 0 0 0 0

事務経費（当該施設分） 180,000 180,000 171,212 8,788
通信運搬費（電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回
線・切手等）

・その他経費（当該公園分） 50,000 50,000 58,000 ▲ 8,000 福利厚生費（制服・お茶代等）

支出合計 29,143,300 29,143,300 28,954,578 188,722

差引 ▲ 2,166,780 ▲ 2,166,780 ▲ 2,086,178 ▲ 80,602 NPO会費、繰越金で負担

（参考）指定管理料外の経費

設置管理許可収入合計 100,000 94,024 自販機1台

設置管理許可支出合計 34,128 34,128
5年間一括払い44640円を換算す
ると8928円、電気代25200円

差引 65,872 59,896

収入の部

支出の部
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